

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































            
四
　
「
琵
琶
行
」
は
「
長
恨
歌
」
と
並
び
称
せ
ら
れ
、
著
名
で
も
あ
る
の
だ
が
、
意
外
に
も
『
権
記
』
以
前
の
明
確
な
受
容
例
が
見
当
た
ら
な
い
。『
権
記
』
の
記
事
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
こ
と
を
描
い
た
と
推
測
し
て
よ
い
『
枕
草
子
』
の
章
段
に
受
容
例
が
見
え
、『
源
氏
物
語
』
が
こ
れ
に
つ
づ
く
。『
枕
草
子
』
の
中
で
「
琵
琶
行
」
を
引
用
し
て
い
る
章
段
は
、「
御
仏
名
の
ま
た
の
日
」
「
上
の
御
局
の
御
簾
の
前
に
て
」「
職
に
お
は
し
ま
す
頃
」
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
年
次
が
分
か
る
の
は
、「
御
仏
名
の
ま
た
の
日
」
で
あ
る
。
御
仏
名
の
翌
日
、
殿
上
人
を
上
の
御
局
に
召
し
て
御
遊
が
あ
っ
た
。
琵
琶
の
演
奏
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
大
納
言
伊
周
が
、「
琵
琶
声
や
ん
で
、
物
語
せ
ん
と
す
る
こ
と
遅
し
」
と
吟
唱
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
琵
琶
行
」
の
「
忽
聞
水
上
琵
琶
声
、
主
人
忘
レ
帰
客
不
レ
発
。
尋
レ
声
暗
問
弾
者
誰
、
琵
琶
声
停
欲
レ
語
遅
」
か
ら
引
い
て
い
る
。
伊
周
は
正
暦
三
年
八
月
に
権
大
納
言
に
補
せ
ら
れ
、
同
五
年
八
月
に
内
大
臣
と
な
る
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
は
、
正
暦
三
年
か
四
年
の
十
二
月
の
御
仏
名
翌
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
清
少
納
言
の
出
仕
が
正
暦
四
年
冬
で
あ
る
ら
し
い
の
で
、
四
年
十
二
月
と
特
定
で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
段
に
登
場
す
る
殿
上
人
の
源
済
政
は
、
「
二
月
、
官
の
司
に
」
の
段
の
三
巻
本
勘
物
に
は
、「
此
時
蔵
人
之
中
、
源
済
政　
正
暦
五
年
蔵
人
修
理
亮
」
と
あ
る）（（
（
。
こ
れ
を
も
と
に
、
正
暦
五
年
十
二
月
説
も
提
唱
さ
れ
て
い
る）（1
（
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
権
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
の
享
受
で
あ
る
。
　
『
権
記
』
の
記
事
か
ら
わ
ず
か
に
下
っ
て
、『
源
氏
物
語
』
の
享
受
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
明
石
巻
に
あ
る
。
須
磨
か
ら
明
石
へ
移
っ
て
来
て
、
明
石
の
入
道
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
光
源
氏
が
琴きん
を
弾
い
て
い
る
と
、
入
道
が
や
っ
て
来
て
箏
の
琴
を
す
す
め
、
自
分
も
琵
琶
を
奏
で
る
。
自
分
の
娘
を
源
氏
に
会
わ
せ
た
い
入
道
は
、「
商あき
び
と人
の
中
に
て
だ
に
こ
そ
、
ふ
る
ご
と
聞
き
は
や
す
人
は
は
べ
り
け
れ
。
…
…
」
と
明
石
の
君
が
琵
琶
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
語
り
出
す
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、『
紫
明
抄
』
は
、「
琵
琶
行
」
序
の
「
長
安
倡
家
女
、
嘗
学
二
琵
琶
於
穆
曹
二
善
才
一、
年
長
色
衰
、
委
レ
身
為
二
賈
人
婦
一〈
文
集
〉」（
那
波
本
は
、
引
用
の
第
一
句
を
「
本
長
安
倡
女
」
に
作
る
）
を
引
く
。
ま
た
『
河
海
抄
』
は
同
文
を
引
用
し
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
白
楽
天
、
江
州
司
馬
に
左
遷
せ
ら
れ
て
、
尋
陽
江
上
に
て
、
船
中
に
、
夜
琵
琶
を
弾
す
る
を
き
ゝ
て
、
錚
々
然
と
し
て
京
都
の
声
あ
り
と
感
せ
し
心
也
。　
我
従
三
今
年
辞
二
帝
京
一、
謫
居
病
二
臥
尋
陽
城
一、
少
処
無
二
音
楽
一、
終
歳
不
レ
聞
二
糸
竹
声
一、
今
夜
聞
二
君
琵
琶
語
一、
如
レ
聴
二
仙
楽
一
耳
暫
明
）
（1
（
と
い
へ
り
。
此
事
を
思
い
た
す
。
尤
有
二
幽
致
一
乎
。
と
述
べ
て
い
る
。「
琵
琶
行
」
の
「
錚
々
然
有
二
京
都
声
一
」（
序
）
や
、
左
遷
さ
れ
て
住
ん
だ
潯
陽
城
で
は
一
年
中
音
楽
を
聞
か
な
い
が
、
今
夜
女
の
弾
く
琵
琶
は
仙
楽
を
聞
く
か
の
よ
う
だ
と
い
う
件
を
引
い
て
い
る
。「
白
楽
天
」
云
々
は
、「
ふ
る
ご
と
聞
き
は
や
す
人
は
は
べ
り
け
れ
」
へ
の
注
に
な
っ
て
い
る
。
白
居
易
が
女
を
喚
ん
で
琵
琶
を
愛
で
た
よ
う
に
、
娘
を
よ
ん
で
箏
の
琴
を
お
聞
き
下
さ
い
と
、
入
道
が
源
氏
に
語
る
と
こ
ろ
は
、「
琵
琶
行
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
注
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
明
石
巻
に
お
け
る
「
琵
琶
行
」
の
受
容
は
、
こ
の
場
面
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
明
石
一
族
の
物
語
の
構
想
に
も
関
わ
っ
て
い
る）（1
（
。『
権
記
』
や
『
枕
草
子
』
と
― 9 ―
は
受
容
の
あ
り
方
が
異
な
る
。
作
品
の
性
質
の
違
い
や
、
作
者
の
姿
勢
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
で
あ
ろ
う
。
行
成
、
清
少
納
言
（
伊
周
）
、
紫
式
部
が
、
相
次
い
で
「
琵
琶
行
」
を
利
用
し
た
の
は
、
何
か
訳
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
は
し
が
た
い
が
、
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
事
象
で
あ
ろ
う
。
　
「
長
恨
歌
」（
巻
十
二
・
0596
）
は
、
平
安
初
頭
の
詩
に
お
け
る
受
容
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
白
氏
文
集
』
伝
来
以
前
に
、
単
独
で
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
空
床
春
夜
無
二
人
伴
一、
単
寝
寒
衾
誰
共
暖
（『
文
華
秀
麗
集
』
巻
中
・
53
、
巨
勢
識
人
「
奉
レ
和
二
春
閨
怨
一
」）
龍
鳳
長
二
楼
影
一、
鴛
鴦
薄
二
瓦
霜
一
（『
経
国
集
』
巻
十
一
・
93
、
小
野
岑
守
「
奉
レ
和
二
春
日
作
一
」）
は
、「
鴛○
鴦○
瓦○
冷
霜○
華
重
、
翡
翠
衾
寒
誰
与
共
。
…
…
七
月
七
日
長
生
殿
、
夜○
半
無○
レ
人○
私
語
時
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
き
わ
め
て
早
い
白
詩
享
受
で
あ
る）（1
（
。
　
「
琵
琶
行
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
受
容
の
形
跡
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
平
安
初
期
に
は
、
単
独
で
は
伝
来
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
承
和
年
間
に
『
白
氏
文
集
』
が
ま
と
ま
っ
て
将
来
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
中
の
一
つ
の
詩
と
し
て
読
ま
れ
る
程
度
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
十
世
紀
の
終
わ
り
に
近
づ
く
ま
で
に
、
次
第
に
作
品
に
親
し
み
、
口
の
端
に
の
ぼ
る
な
ど
し
て
、
そ
の
文
学
性
が
認
め
ら
れ
、
高
い
評
価
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
叙
情
性
あ
ふ
れ
る
こ
の
詩
に
注
目
し
て
、
つ
い
に
は
『
源
氏
物
語
』
創
作
の
主
要
な
糧
と
し
て
享
受
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
到
る
ま
で
に
は
、『
枕
草
子
』
に
描
い
て
い
る
よ
う
に
、
貴
族
た
ち
の
当
意
即
妙
の
会
話
に
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
、
社
交
に
お
け
る
常
識
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
権
記
』
が
記
す
と
お
り
、
奏
楽
の
音
声
そ
の
も
の
を
書
き
あ
ら
わ
す
た
め
の
語
彙
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
平
安
中
期
ま
で
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
容
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
痕
跡
は
ほ
か
に
も
残
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
よ
う
に
思
う
。
　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、『
権
記
』
の
試
み
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
特
異
で
あ
る
。
記
録
類
や
漢
詩
文
・
和
歌
・
仮
名
の
散
文
等
々
か
ら
、
楽
の
音
色
を
表
現
し
た
例
を
見
出
す
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。
藤
原
行
成
が
新
た
な
表
現
を
書
き
と
め
よ
う
と
す
る
に
当
た
っ
て
、
そ
の
脳
裏
に
あ
っ
た
の
が
「
琵
琶
行
」
で
あ
っ
た
。
記
録
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
い
た
の
か
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
時
周
知
の
「
琵
琶
行
」
が
行
成
の
表
現
の
後
押
し
を
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ん
に
語
句
を
利
用
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
表
現
の
幅
を
広
げ
る
試
み
を
し
た
点
を
評
価
し
た
い
と
思
う
。
　
注
（
１
）『
栄
花
物
語
』（
見
果
て
ぬ
夢
）
は
、
か
く
て
小
千
代
君
、
内
大
臣
に
な
り
た
ま
ひ
ぬ
。
御
年
二
十
ば
か
り
な
り
。
中
宮
大
夫
殿
い
と
こ
と
の
ほ
か
に
あ
さ
ま
し
う
思
さ
れ
て
、
こ
と
に
出
で
交
ら
せ
た
ま
は
ず
な
り
も
て
ゆ
く
。
と
、
次
期
政
権
の
担
当
者
と
な
る
道
長
が
逼
塞
し
て
い
る
あ
り
さ
ま
と
と
も
に
描
い
て
い
る
。
（
２
）『
日
本
紀
略
』
の
同
日
条
に
は
、「
…
…
以
二
権
大
納
言
同
伊
周
一、
為
二
― 10 ―
内
大
臣
一。
公
卿
相
率
、
向
二
内
大
臣
第
小
二
条
一、
有
二
饗
禄
事
一
」
と
あ
り
、
饗
宴
の
場
は
伊
周
の
邸
「
小
二
条
」
と
あ
る
。
『
権
記
』
の
記
す
道
隆
の
二
条
第
の
方
が
正
し
い
。
（
３
）「
拍
子
」
は
打
楽
器
の
一
種
。
木
製
で
笏
に
似
た
形
状
で
あ
り
、
二
枚
で
打
っ
て
音
を
出
す
。
（
４
）
西
村
富
美
子
『
白
楽
天
』（
鑑
賞
中
国
の
古
典
）
三
七
七
ペ
ー
ジ
。
（
５
）
下
玉
利
百
合
子
「
「
お
し
な
べ
た
ら
ぬ
」
頭
弁
の
横
顔
」（『
枕
草
子
周
辺
論
』
所
収
）
は
、『
権
記
』
の
「
秋
風
索
索
」
の
前
後
を
次
の
よ
う
に
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
の
青
年
は
、
友
人
宣
方
の
見
事
な
笏
拍
子
に
つ
れ
て
展
開
す
る
ア
ラ
ベ
ス
ク
に
た
ゆ
た
い
つ
つ
、
忘
我
の
境
に
あ
る
よ
う
だ
。
　
宣
方
執
拍
子
、　
　
　
宣
方
が
拍
子
を
と
れ
ば
、
　
于
時
秋
風
索
々
、　
　
さ
わ
や
か
に
も　
秋
風
わ
た
り
　
夜
漏
漸
闌
、　
　
　
　
ぬ
ば
玉
の
夜
の
更
け
ゆ
き
て
　
竹
云
桐
云
、　
　
　
　
竹
の
葉
ず
れ　
桐
の
葉
の
お
と
　
唱
之
調
之
、　
　
　
　
お
ば
し
ま
の　
楽
の
音
に
和
し
　
聴
其
音
錚
々
然
、　
　
錚
々
と
　
有
千
秋
之
声
、　
　
　
千
秋
の
声
　
　
　
　
い
さ
さ
か
の
稚
さ
は
あ
る
と
し
て
も
、
こ
こ
に
た
た
え
ら
れ
た
詩
情
は
透
明
で
み
ず
み
ず
し
く
、「
げ
に
千
歳
も
あ
ら
ま
ほ
し
き
御
あ
り
さ
ま
な
る
や
」（
二
一
段
）
と
、
正
暦
五
年
春
陽
の
日
の
、
中
関
白
家
の
栄
え
を
讃
美
し
た
清
女
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
半
歳
後
、
大
臣
召
の
夜
の
「
千
秋
の
栄
え
」
の
美
し
い
つ
か
の
間
を
う
た
い
あ
げ
て
い
る
の
は
、
つ
き
せ
ぬ
興
趣
を
そ
そ
る
。
　
　
　
「
宣
方
執
二
拍
子
一
」
と
「
于
レ
時
秋
風
索
々
」
を
つ
づ
け
て
解
し
て
い
る
が
、「
宣
方
執
二
拍
子
一
」
ま
で
が
奏
者
の
紹
介
で
あ
り
、
こ
こ
に
切
れ
目
が
あ
る
。「
于
時
」
は
、
そ
の
内
容
の
転
換
を
示
し
、
そ
の
後
、
情
景
と
楽
の
模
様
を
記
し
て
い
る
。「
い
さ
さ
か
の
稚
さ
は
あ
る
と
し
て
も
、
…
…
」
は
、
ど
の
あ
た
り
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
白
居
易
「
琵
琶
行
」
の
引
用
を
踏
ま
え
て
こ
こ
を
読
ま
な
け
れ
ば
、
適
切
な
解
釈
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
６
）「
…
云
…
云
」
の
例
に
は
、
大
叩
小
叩
、
曾
無
二
松
容
之
程
一、
師
云○
資
云○
、
不
レ
失
二
李
耳
之
訓
一
（『
本
朝
文
粋
』
巻
九
・
256
、
菅
原
文
時
「
秋
日
聴
三
第
八
皇
子
始
読
二
御
注
孝
経
一。
応
レ
製
」
序
）
不
レ
期
以
自
会
、
左
顧
右
顧
、
莫
レ
非
二
賢
能
一、
如
二
響
之
応
一レ
声
、
文
云○
武
云○
、
皆
俟
二
採
用
一
（『
江
吏
部
集
』
巻
上
、「
秋
夜
陪
二
右
親
衛
員
外
亜
相
亭
子
一、
守
二
庚
申
一、
同
賦
二
秋
情
月
露
深
一
詩
」
序
）
　
　
「
…
之
…
之
」
の
例
に
は
、
有
レ
智
者
、
見
之○
巻
以
懐
之○
、
無
レ
智
者
、
取
之○
破
以
棄
之○
（『
菅
家
文
草
』
巻
七
・
526
、「
書
斎
記
」。『
本
朝
文
粋
』
巻
十
二
・
372
）
施
主
蓄
念
、
唯
佛
証
知
、
照
之○
見
之○
、
必
満
必
足
（『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
・
394
、
大
江
以
言
「
浄
妙
寺
塔
供
養
呪
願
文
」）
　
　
　
な
ど
が
あ
る
。
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（
７
）「
桐
」
が
琴
を
示
す
例
は
数
多
く
見
え
る
。『
文
選
』（
巻
十
三
）
謝
荘
「
月
賦
」
に
、「
絃○
桐○
練エラ
ビレ
響
、
音
容
選
レ
和
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
は
「
絃
桐ハ
琴
也
。
…
…
桓
譚
新
論
曰
、
神
農
始
削
レ
桐
為
レ
琴
、
練
レ
糸
為
レ
絃
」
と
あ
る
。
桐
す
な
わ
ち
琴
の
好
例
で
あ
る
。
白
詩
に
も
、「
本
性
好
二
糸○
桐○
一、
塵
機
聞
即
空
」（
巻
五
十
三
・
2369
、「
好
レ
聴
レ
琴
」）
と
あ
る
。
源
順
「
後
三
月
陪
二
都
督
大
王
華
亭
一、
同
賦
二
今
年
又
有
一レ
春
、
各
分
二
一
字
一。
応
レ
教
」
序
（『
本
朝
文
粋
』
巻
八
・
221
）
の
「
或
停
二
蓮
子
一
兮
清
談
、
或
撫
二
桐○
孫○
一
兮
朗
詠
」
に
見
え
る
「
桐
孫
」
は
、
琴
の
こ
と
。
顧
二
茲
梧○
一
而
興
レ
慮
、
思
二
仮
レ
物
以
託
一レ
心
。
乃
斲キリ
二
孫○
枝○
一、
准
二
量
所
一レ
任
。
至
人
攄
レ
思
、
制
為
二
雅○
琴○
一（
『
文
選
』
巻
十
八
、嵆
康
「
琴
賦
」。
李
善
注
「
鄭
玄
周
礼
注
曰
、
孫ハ
竹
枝
根
之
未
レ
生
者
也
。
蓋
桐○
孫○
亦
然
」
）
に
拠
る
語
。『
芸
文
類
聚
』（
巻
四
十
四
・
琴
）
所
引
の
「
捜
神
記
曰
、
呉
人
有
二
焼
レ
桐○
以
爨
者
一。
蔡
邕
聞
二
其
爆
声
一
曰
、
此
良
桐
也
。
因
請
之
、
削
以
為
レ
琴
、
而
焼
不
レ
尽
。
因
名
二
燋○
尾○
琴○
一。
有
二
殊
声
一
焉
」
は
、
蔡
邕
が
焼
か
れ
て
い
た
桐
を
貰
い
受
け
て
名
器
「
燋
尾
琴
」
を
作
っ
た
と
い
う
一
話
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
不
レ
因
レ
将
レ
入
レ
爨
、
誰
為
作
二
鳴○
琴○
一
（『
李
嶠
百
二
十
詠
』
「
桐○
」）
幸
逢
二
邕
子
識
一、
長
作
二
五○
絃○
琴○
一
（『
経
国
集
』
巻
十
四
・
200
、
大
枝
礒
麻
呂
「
奉
試
得
二
爨○
焼○
桐○
一
」）
な
ど
の
詩
句
が
生
ま
れ
て
行
く
。
楽
を
奏
す
る
場
を
描
い
て
「
桐
」
と
あ
れ
ば
、
琴
を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
８
）
川
口
久
雄
・
本
朝
麗
藻
を
読
む
会
『
本
朝
麗
藻
簡
注
』
と
柳
澤
良
一
・
本
間
洋
一
・
高
島
要
「『
本
朝
麗
藻
巻
下
』
注
解
（
六
）」（「
北
陸
古
典
研
究
」
第
十
四
号
）
は
、
諸
本
「
鋒
」
に
作
る
の
を
誤
り
と
見
て
「
錚
」
に
改
め
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
た
。
ま
た
、
後
句
の
「
□
」
は
「
廟
」
ま
た
は
「
洞
」
か
と
言
う
。
詩
の
内
容
か
ら
し
て
妥
当
な
推
定
で
あ
ろ
う
。
後
句
の
「
新
楽
錚
鏦
」
は
、
右
の
注
解
が
挙
げ
る
よ
う
に
、
白
居
易
「
南
園
試
二
小
楽
一
」（
巻
五
十
六
・
2650
）
の
「
小
園
班
駮
花
初
発
、
新○
楽○
錚○ ○
教
欲
レ
成
」
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
藤
原
為
時
の
詩
は
、
寛
弘
元
（
一
〇
〇
四
）
年
十
月
二
十
一
日
の
一
条
天
皇
北
野
社
行
幸
（『
日
本
紀
略
』）
の
折
に
詠
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
後
藤
昭
雄
「
北
野
作
文
考
」、『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』
所
収
）。『
権
記
』
の
伊
周
内
大
臣
就
任
の
饗
宴
か
ら
十
年
後
に
当
た
る
。
（
９
）
楽
音
そ
の
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
演
奏
を
描
い
た
詩
文
は
数
多
く
あ
る
。磬
鳴
唄
梵
徹
、
鐘
響
老
僧
聚
（『
凌
雲
集
』
35
、
仲
雄
王
「
謁
二
海
上
人
一
」）
琴
得
レ
風
而
危
絃
弥
緊
、
風
加
レ
琴
而
苦
調
更
清
（『
本
朝
文
粋
』
巻
一
・
９
、
紀
長
谷
雄
「
風
中
琴
賦
」）
俗
客
忘
レ
帰
、
染
レ
心
者
煙
霞
之
色
、
伶
人
自
会
、
満
レ
耳
者
管
絃
之
声
。
中
有
二
一
児
一、
吹
レ
笙
絶
妙
。
伝
二
緱
嶺
之
一
曲
一、
似
二
潘
岳
之
再
生
一。
惣
是
音
声
菩
薩
之
化
。
聞
者
断
レ
腸
、
見
者
驚
レ
魂
（
同
巻
十
・
301
、
源
順
「
暮
春
於
二
浄
闍
梨
洞
房
一、
同
賦
二
花
― 12 ―
光
水
上
浮
一
」
序
）
（
（1
）
平
安
文
学
に
お
け
る
楽
音
表
現
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
中
川
正
美
『
源
氏
物
語
と
音
楽
』
Ⅷ
「
楽
の
音
」、
三
木
雅
博
「
楽
の
音
と
歌
声
を
め
ぐ
る
小
考
」（『
平
安
詩
歌
の
展
開
と
中
国
文
学
』
所
収
）
参
照
。
（
（（
）
三
巻
本
の
本
文
「
な
り
や
す
」
の
勘
物
に
、｢
此
名
不
見
〈
ま
さ
歟
〉｣
と
あ
る
。「
な
り
や○
す○
」
を
不
審
と
見
て
、
当
時
蔵
人
で
あ
っ
た
「
源
済
政
（
な
り
ま○
さ○
）」
の
官
歴
を
、
右
に
つ
づ
い
て
引
い
た
の
で
あ
る
。
（
12
）『
枕
草
子
』
の
各
章
段
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
赤
間
恵
都
子
「
資
料　
日
記
的
章
段
の
年
時
考
証
一
覧
」（『
枕
草
子
日
記
的
章
段
の
研
究
』
所
収
）
参
照
。
（
13
）「
我
従
三
今
年
辞
二
帝
京
一
」
以
下
の
「
琵
琶
行
」
本
文
は
、
那
波
本
な
ど
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
（1
）
新
間
一
美
「
源
氏
物
語
と
白
詩
―
―
明
石
巻
に
お
け
る
「
琵
琶
行
」
の
受
容
を
中
心
に
―
―
」（『
源
氏
物
語
と
白
居
易
の
文
学
』
所
収
）
参
照
。
（
（1
）
平
安
初
頭
に
お
け
る
白
詩
の
伝
来
・
受
容
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
中
（
上
）
』
第
二
篇
・
第
一
章
・
一
「
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
―
―
そ
の
時
代
区
分
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
参
照
。
